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左前下行枝に有意狭窄を有する 18症例を対象とした。平均年齢は61歳 (41-76歳)、男性14名、女性 4 名である o
これらの症例に対して PTCA を施行した。 3 分間のバルーン拡張による冠閉塞を 3 分間隔にて 3 回施行し、それぞ
れの冠閉塞前および閉塞中に胸部症状 (10段階スコア)、標準12誘導心電図におけるST部位変化、血行動態(大動脈






(下表参照) 1) 12例においては 3 回の冠閉塞を通じて補充的側副血行循環を認めなかったが、 1 回目に比して 3
回目の胸部症状、 ST 上昇は軽度であり、虚血耐性の獲得が確認された(虚血耐性群)。しかし、 3 聞の冠閉塞とも
平均肺動脈圧 CPAP) は上昇し、壁運動は無収縮を呈した。 2) 6 例においては 1 回目の冠閉塞時から補充的側副








冠閉塞 1 冠閉塞 3 冠閉塞 1
胸痛スコア 3.6:t3.1 2.6:t2.3# 0.8:t2.0 
ST 変化 (mV) 0.4:t0.2 0.2:t0.2# 0.04土 .05 ・
PAP CmmHg) 23:t9.4 25:t7.4 12:t 3 “ 
壁運動 4.0:t0.0 4.0:t0.0 1.3:t 1.4.. 
%Coll C%) 0.01:t0.03 0.4:t0.6 15:t3.1.. 




0.02 :t .04 ・
12:t 3 •• 
1.0 :t 0.6 ・・
17:t4.4* 
心筋虚血適応の機序は大きく側副血流路の発達と心筋虚血耐性の獲得に別れる。しかしながら臨床例においては側
副血流の評価法がまだ未確立であるため、これまで心筋虚血適応時の補充的側副血流の影響を正しく評価できず、人
において虚血耐性獲得が存在するかどうかも従来議論の的であった。発表者は心筋コントラストエコー法を用いるこ
とにより臨床例において冠閉塞時に生じる補充的側副血流の可視化および定量化に成功し、その手法を用いて人にお
ける虚血適応には補充的側副血流の役割が大であること、また補充的側副血流が存在しない場合には虚血耐性獲得さ
れることを初めて示した。この論文内容は臨床的に十分価値があり、学位に値するものと認める。
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